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西側隣地境界線を基準線とする
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特記

・コンクリート強度 Fc=24N/mm2（設計強度）

・鉄筋　 SD295

・ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ Zマーク金物

・地盤反力 20kN/m2以上

・計算方法 許容応力度計算

※特記無きスラブ配筋はS1(D13@200シングル)とする

凡例

HDアンカー
ｵﾒｶﾞｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM16（タナカ） 
定着200mm（53.3kN）

鋼製束@910

注意！！
柱脚金物は15ｋNまではコーナー金物を用いるが、
必ず土台アンカー付近に取り付けること。

土台アンカー
ｵﾒｶﾞｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄM12（タナカ） 
定着200mm（28.6kN）
オメガ座金70（タナカ）を用いること


